



A Trial of Nutrition Education for Elementary School Children 
Using Their Dietary Survey Records (Case Study) 




















































































































































































































































































動物性タソパク質比（％） 56．4±2．3 46．9±2．2 ＊＊
栄 動物性脂質比（％） 46．9±4．4 49．2±3．0 nS
養 タソパク質エネルギー比（％） 15．7±0．3 15．9±0．5 ns
比 脂肪エネルギー比（％） 29．9±1．8 27．5±2．6 ns?
糖質エネルギー比（％） 52．7±1．9 54．9±2．8 ns
穀類エネルギー比（％） 38．7±3．9 38．0±4．7 ns
コレステロール（mg） 335±74 238±67 nS
飽和脂肪酸（g） 16．8±4．1 14．3±0．4 ns?
一価不飽和脂肪酸（g） 19．1±2．7 16．7±2．2 ns
溶 多価不飽和脂肪酸（g） 14．4±1．2 11．6±2．3 nS















状 P／S 0．89±0．16 0．81±0．15 ns．
況 痔6毎3 3．7±0．3 3．0±0．5
?
VE／PUFA 0．7±0．1 0．6±0．1 ns
CSI 34．5±5．5 26．3±3．4 ?
ミバ Ca／Mg　　一 2．9±0．5 2．9±0．2 nS
蓼 Na／K 1．4±0．1 1．6±0．1 ?
ノレス PICa 1．7±0．2 1．8±0．2 ns?
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うかがわれ，さらに対象児とその母親のアソケートの
記述内容より食意識啓発の様相をうかがうことができ
た。
　実態把握と効果判定のための2回の食事秤量調査へ
の真摯な協力は，母親の本調査主旨への賛同に負う所
が大きく，それはまた食物摂取のより精度の高いデー
タを得ることを可能にした。換言すると，食事秤量調
i査法の本来の実施方法によるメリットを，被調査者と
調査者の双方が享受するような形で，学童期の栄養教
育の一方法として適用するととは良策であることを，
本事例研究で確認することができた。
　今後は，ここで啓発された食意識の実践・習慣化の
状況を観察し，習慣化に連繋する継続教育の方法につ
いても検討を行い，本法の集団への適用に努めたいも
のと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　要　　　約　　　一
　学童期の栄養教育の一方法として，食事秤量調査結
果の懇切な還付による教育の有用性について検討する
ために，小学校4・5年生5名を対象に事例研究を行っ
た。実態把握と効果判定のための両調査成績およびア
ンケート記述内容の解析により，次の結果を得た。
　（1）穀類摂取量増加の指導効果はみられなかった
が，油脂・肉類摂取量が適正域へ減じ，魚介類のそれ
が増え，摂取脂肪酸組成比と動物性タンパク質比の有
意な改善が認められ，摂取栄養充足率は概して適正域
へ移行した。
　②　3群基礎食品の知識の改善率に応じて食事内容
が充足し，食事バラソスが≠昇する傾向がうかがわれ
た。
　㈲　対象児と母親の調査終了後の反応より食意識啓
発の様相をうかがうことができた。
　終りに臨み，本研究における調査の進行上ご高配を
賜りました新潟市立大形小学校校母谷田健六先生，学
校栄養職員上杉玲子先生および諸先生方に厚く御礼申
し上げます。また調査にご協力下さいました対象児の
方々とそのお母様方に深く感謝申し上げます。
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